
ホテルのリネン等の洗浄、仕上げについて、大量の受注があった場合、２台の

全自動水洗機で数回の洗浄作業をしなければならず、洗浄後のシーツローラー機

による仕上げを行う担当者に最大60分の手待ち時間が生じていた。

また、その間、ボイラーの蒸気熱を利用するシーツローラー機は停止できない

ため、この蒸気熱のロスも生じてしまい、人的、機械的ともに効率が悪い状態が

続いていたため、もう1台の全自動水洗機が必要となった。

〇 全自動水洗機（50㎏）を増設したことにより、洗浄作業に要する時間が短

縮されるとともに、シャツローラー機での仕上げ作業の手待ち時間が短縮され

たことで、大量の注文にも余裕をもって対応できるようになり、作業の効率化

を実現。

〇 また、処理能力が向上したことで、より多くのお客さまのニーズに応えるこ

とができ、売上げが増加。

厚生労働省山口労働局

業務改善助成金導入事例（洗濯・理美容業）

導入後・生産性向上の効果

業務改善助成金・導入前

【全自動水洗機】 【今回導入した全自動水洗機】

導入後

【事業場の概要】 クリーニング業
（従業員数 22名）

【改善に要した費用】 3,600,000円
【助成金額】 1,200,000円
【申請コース】 30円コース

【導入内容】 全自動水洗機（50㎏）


